
卒業リーダーを励ます会 
ＹＭＣＡの青少年活動の担い手は、大学生のリ

ーダーたちです。今年も20名を越えるリーダーが

卒業を迎え、これらの卒業リーダーを励ます会が

３月21日(祝)にJR南船橋駅から歩いて10分のと

ころにある船橋市青少年会館で開かれました。 

 

《前列に座って神妙に先輩の話を聞く出席した 

４名の卒業リーダー》 

 今回は、参加者が卒業リーダー４名を含め22名

と少し寂しかったのですが、リーダーOB・OGの先

輩の励ましの話や三橋総主事から「ずーっとＹＭ 

 

《天気が良かったので屋外でゲームをしました》 

ＣＡにつながっていてください。そして初任給で

協力会員になってください。」という話がありまし

た。卒業リーダーの就職先は、ＹＭＣＡでの体験

が活かせる福祉関係が多いようです。 

 

《最後に参加者全員で記念撮影》 

3月のわんぱくクラブ 
 ３月17日(土)～18日(日)に行なわれた「わんぱく

クラブ」の３月例会のレポートは、メーテルリー

ダーです。 

 
《みんなでお昼ご飯の焼きソバを食べよう！》 
今年度最後の活動となる３月のわんぱくクラブ

は、長柄町にある千葉市少年自然の家でお泊りを

してきました。 
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一日目はみなで一つのテーブルを囲み、おそろ

いの木のペンダントを作りました。それぞれ好き

な絵を描きながらもおたがいに見せ合いっこをし

たりと楽しく会話をしながら作ることが出来まし

た。また、グループでの「自然の家探険」ではグ

ループでルートを決めて周りました。おたまじゃ

くしなどたくさんのものを発見してうれしそうに

お話してくれた子ども達の笑顔はとてもキラキラ

していました。 

夜はいよいよ天体観測です。星の数は多くはあ

りませんでしたが、自然がいっぱいで静かな場所

で観る夜空に、子ども達は目を輝かせていました。 

 

《みんなでお昼ご飯の焼きソバを食べよう！！》 
二日目は野外でやきそばを作りました。火を起

こすところから始めて野菜を切り炒めるところま

で子ども達が協力して作りました。みなで作った

達成感とおいしさで子ども達は終始笑顔でした。

お泊りの活動では、日常では出来ない体験をたく

さんしてきました。経験した一つ一つを生活の中

でも活かせられたらと思います。今年度最後の活

動。「笑顔」でしめくくれたのではと思います。 

メーテルリーダー（森田 祥子） 

千葉ＹＭＣＡ総会 

 千葉ＹＭＣＡの第 36 回定期会員総会が、５月 26

日(土)に千葉都市モノレール「スポーツセンター

駅」下車徒歩４分のところにある千葉県青少年女

性会館（千葉市稲毛区天台６－５－２）で午後１

時 30 分より開かれます。 

 千葉ＹＭＣＡの活動方針が討議される大切な会

ですので、協力会員の方々の積極的な参加をお願

いいたします。 

チャリティーラン開催日決定！ 
 障がいを持つ子どもたちを励ますためのチャリ

ティーイベントである千葉ＹＭＣＡチャリティー

ランの今年の開催日は、10月20日(土)に決まりま

した。会場は、従来と同じ船橋市運動公園です。 
今年の大会は、千葉ＹＭＣＡチャリティーラン

として第10回の記念大会で、船橋市市制施行70周
年にもあたり、今回から千葉ＹＭＣＡと船橋市の

共催になります。 
 第10回を記念して新しい趣向を取り入れたいと

思っていますので、皆様からのアイディアのご提

供をよろしくお願いいたします。大会の規模も過

去最大であった第４回大会の27チームを超える規

模にしたいので、スポンサーもランナーも昨年以

上のご協力をお願いいたします。 

 

《一昨年の第８回大会のスタートの様子です》 

船橋ＹＭＣＡ活動記録 

船橋ＹＭＣＡの３月、４月の活動記録です。 
・３月 10 日（土）そらまめクラブ「あおぞら」 
  内容：カラフルパラシュートを作って遊ぼう 
  参加者：５名、リーダー：１名 
・３月 10 日（土）船橋地域デポ運営委員会 
・３月 17 日（土）～18 日（日）わんぱくクラブ 
・３月 21 日（火）卒業リーダーを励ます会 
・４月８日（土）そらまめクラブ「あおぞら」 

内容：こいのぼりを作って、遊んで、飾ろう！ 
  参加者：５名、体験者：１名 
編集後記 
 ＹＭＣＡの財産は人です。学生時代に非常に濃

い関わり方をしたリーダーたちが、社会人になっ

ても関わり続けて欲しいと願っています。（槇） 


